
JHAstis の功績は『他院状況の見える化』 

日本病院会が 8 月 18 日に開催した研修会で「JHAstis（ジャスティス）」のユーザー事例で

は、倉敷中央病院リバーサイド（岡山県倉敷市、130 床）で総務管理グループ室長の山﨑博

史氏（画像）が講演。「これまで全く分からなかった他病院の状況が分かったことは JHAstis

レポートの功績」（山﨑氏）などと紹介しました。 

 

倉敷中央病院リバーサイド総務管理グループ室長の山﨑博史氏 

•算定ポテンシャルは年間 1700 万円 

JHAstis のユーザー事例では、山﨑氏が「JHAstis2.0 活用事例紹介」と題して講演。同

院では JHAstis を他病院とのベンチマーク結果、増収金額シミュレーションや算定・届出

漏れの確認などに絞り込んで活用しています。例えば、リハビリ療法士の分析では、同院

は地域包括ケア病棟もあることから、1 日当たり平均リハビリ単位数は比較的高いという

認識がありました。ところが、JHAstis のレポートによると、同単位数の中央値が 3.0 なの

に対して、同院は 2.8 と平均を下回っていることが分かりました。こうした今までに分か

らなかった実態を把握できるのがベンチマーク分析の強みです。 



地域包括ケア病棟では、非常に興味深い事例も報告されました。同病棟では「看護補助

者配置加算」が算定できますが、JHAstis レポートのベンチマーク結果で 7 割近い病院が

算定していることが分かりました（画像）。山﨑氏は「これまで厚生局の届出情報では、

加算項目の届出状況が全く分からなかった。これが分かったことは JHAstis レポートの功

績」と高く評価。算定ポテンシャルは年間 1700 万円ほどあり、算定に必要なコストを加

味しても年間 800 万円程度の利益が出る可能性があることから、今後は積極的に看護補助

者を配置していく方向性が院内で固まったとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また山﨑氏は JHAstis について「自院で収集できる各種統計データと組み合わせて JHAstis

レポートを評価すると自院の立ち位置が分かりやすい」と指摘。また、「経営層、多職種

管理者層へのコミュニケーションツールとしても活用できる」と述べました。 

 

 


